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★「活動報告書《教育しまんと》・ 

研究費」等の提出、請求〆切日につ

い 

て 
令和４年度の四万十市教育研究会の関係文書

等について、それぞれの提出及び請求書の〆切

日は下記の通りとなっています。 

１１月２２日の校長会でもお知らせしました

が、事務局等、担当教職員に周知のうえ、提出

へのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

【 教育しまんと原稿締め切り 】 

  サークルⅡ、複式部会、各種部会 
令和５年 １月２０日（金） 

 

  校内研究、研究協力校・研究協力員 

令和５年 ２月２４日（金） 
 

【 研究費請求締め切り 】 

   サークルⅡ、複式部会、各種部会  

校内研究、研究協力校・研究協力員 

令和５年 １月２０日（金） 
 

【 授業づくり講座指導案最終締め切り 】 
令和５年 １月２０日（金） 

 

【  授業づくり講座「実績報告書」        

締め切り 】 
令和５年 ２月１０日（金） 

 

    

★「来年度の教育講演会」について 
  来年度の教育講演会は、令和５年７月２８日 

（金）の午後日程で開催予定です。その講師に関 

しては、本年度の振り返りの中で、各校から希

望 

する講師として２５名ほどの名前が寄せられま 

した。 

９月末の運営委員会の中で、ひとつの方向性 

として、本市の教育課題のひとつである「不登

校問題」等に関連して、「チーム学校」として児

童理解等々の分野で造詣の深い方を招聘しては

どうかという意見をいただきました。 

 現在、その方向で交渉にあたっています。来

年 

２月の運営委員会での確認を経て校長会等で報 

告させていただく予定です。 

 

★「中学校教科担当者会」について 
  『高知県版学力調査に係る、同一教科の担当  

 教員が自校採点の確認を行うことで、各教科の 

調査問題の傾向及び生徒の回答状況を把握する 

とともに、学習内容の定着状況も把握し、今後 

の教科指導に生かす。』という趣旨のもと、下記 

の日程で西部教育事務所指導主事の指導・助言 

をいただくことにしております。各中学校にお 

かれましては、趣旨をご理解いただき、担当教 

員の参加にご協力いただきますようお願い申し 

上げます。 

  尚、１１月２２日の校長会の資料とは、英語

の日程が変更になっています。これは、研修会

の冒頭にＧＴＥＣから説明時間を確保してほし

い旨の要望があったことによるものです。ご了

承ください。会場は、すべて教育研究所で行い

ます。 

  

【 国語 】 

  １月１９日（木）１５:００～１６：４５ 

 白石 千穂 指導主事 

 

【 社会 】 

  １月３１日（火）１５:００～１６：４５ 

 河野 通久 指導主事 

 

【 数学 】 

 １月２６日（木）１５:００～１６：４５ 

 岡田 英祐 指導主事 

 

【 理科 】 

 ２月１０日（金）１５:００～１６：４５ 

 小谷野 竜介 指導主事 

【 英語 】 



 ２月１３日（月）１４：３０～１６：４５ 

（英語のみ、14:30~15:30 GTEC の結果説明を

行う） 

 池田 真代 指導主事 

 

 

★「ふれあい学級西土佐分室」の開設 

について 
  ふれあい学級の現状をお知らせいたします。 

ふれあい学級への通所が承認されている児童生 

徒数は、小学生が１０月以降に４名増えて８名、 

中学生が１０名の計１８名となっています。 

 日々の通所状況は、７名～１０名で推移して 

おり、多い時には１０名を超える日もあります。

子どもたちはそれぞれに自分なりの目標を持 

ち、学習や体験活動、レクリエーション等を通

し 

て、ふれあい学級での時間を有意義に過ごして 

います。 

 中には、週何日かは学校へ登校する曜日や日 

を決めていたり、特定の教科の授業に参加した 

り、給食をクラスメイトと摂ったり、各種の行 

事に参加できたりと、積極的なかかわりを持と 

うとしている通所生もいます。 

 職員は、それぞれの子ども達のペースに合わ 

せた支援や時折「叱咤激励」も含めた声掛けを

行 

っているところです。 

  そんな中、１１月３０日からは、保護者の要 

望を受け協議を重ねた結果、西土佐地域への支 

援として、週１日（毎週水曜日、１０時～１２ 

時）の短い時間ではありますが、旧西ヶ方小学 

校の一室をお借りして、「ふれあい学級西土佐分 

室」を開設しました。 

 不登校指導員及びＳＳＷ（状況に応じて所長、 

研究員）等がローテーションを組み、原則２名

体 

制で支援にあたることにしています。 

 この他にも、不登校指導員及びＳＳＷが、ア

ウ 

トリーチ型の支援として、曜日や時間を固定す 

る等して関係校の支援にも入っています。 

各学校におかれましても、何か気になる状況 

がありましたら、情報を提供していただき、連

携を図りながら可能な限りの支援ができればと

考えておりますので、どうぞよろしくお願いし

ます。 

 

 


